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日程：2025 年 6 月～9 月 

後援：神奈川県、神奈川県教育委員会、横浜市教育委員会 

藤沢市教育委員会、横須賀市教育委員会、厚木市教育委員会 

鎌倉市教育委員会、川崎市教育委員会、逗子市教育委員会 

葉山町教育委員会、三浦市教育委員会 

 

 



横浜ＹＭＣＡでは、今年度も一人ひとりの命を守り育てる社会を作るために、全国

のＹＭＣＡと協同して「ウォーターセーフティー（水上安全）」を神奈川県内で展開

しました。 

今年度は、神奈川県、神奈川県教育委員会、横浜市教育委員会、藤沢市教育委員会、

横須賀市教育委員会、厚木市教育委員会、鎌倉市教育委員会、川崎市教育委員会、逗

子市教育委員会、葉山町教育委員会、三浦市教育委員会の後援をいただきました。 

 

 

概要 

成長するにつれ、水による生活圏を広げていく子どもたちに対して、必要な知恵を

授け、身を守る術を伝えていくことが、私たちＹＭＣＡの大切な使命であると考えて

います。 

キャンペーン内容として神奈川県下 6拠点を中心に着衣泳講習会、普通救命講習会、

心肺蘇生法講習会、また地域の小・中学校、幼稚園、保育園での水上安全講習会等を

実施しました。 

また、全国ＹＭＣＡアクアティック事業部の監修したウォーターセーフティーハン

ドブック 2025（小冊子）をプログラム参加者や神奈川県内各保育園・幼稚園・小学校

に 7,832 冊親展しました。ポスターは、神奈川県教育委員会の協力を得て、神奈川県

下にある公立小学校全校に親展いたしました。 

 

このキャンペーンの各プログラムに、総勢 6,806 名が参加しました。 

 

 

ウォーターセーフティー（水上安全） 実施内容 

① 学校教職員・保育士対象心肺蘇生講習会・一般向け身近な人のもしものための心肺蘇生講習会 

参加者：813 名  小学校 13 校 幼稚園・保育園 9 園 

内 容：依頼を受けた学校・保育園に出向き、教職員・保育士を対象にダミー人形を

使用した心肺蘇生法講習会、また横浜ＹＭＣＡ職員によるダミー人形を使用

した一般向けの心肺蘇生法講習会です。座学で救命の大切さと手技の順序を

学習した後に、ダミー人形を使用し実技の練習をします。機材は横浜ＹＭＣ

Ａ所有のダミー人形を使用しました。 

 

② 着衣泳講習会＆25mチャレンジ 

参加者：3,388 名 

内 容：着衣泳講習会では、ＹＭＣＡのプールで、近隣の方、ＹＭＣＡ会員の方を対

象に着衣状態で水中に落ちた場合の対処法と、落ちた人を見つけた場合の対

処法を学ぶ講習会を実施しました。 

    25m チャレンジでは、支持物などを使用し、段階的に泳げる距離を伸ばし最

終的に 25mを泳ぎ切ることを目的に実施しました。 

 

 



③ 水上安全講習会（実技） 

参加者：2,605 名   小学校 25 校  

内 容：依頼を受けた施設に出向き、会員・一般・職員対象に、水辺の危険や、溺者

がいたらどうするか、また自分の身を守る方法などを実際に着衣状態でプー

ルに入り体験しました。  

 

④ YouTube での動画配信 

動画タイトル：「溺れている人の救助法、溺れてしまった際の対処法」  

合計視聴回数：2.3万回（2025 年 10 月 1 日現在） 

内 容：様々な方に水上安全について理解を深めていただくため、動画を作成し「横

浜ＹＭＣＡウエルネスデリバリー」YouTube チャンネルにアップし、その動

画を見ていだくことで水上安全について学んでいただく機会を作りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



各ＹＭＣＡ 実施内容 
 

 


